
 

 

学習支援の集い 特別支援講演会   ２０１5年１1月17日  

ジョイラックデイの11月17日に、カレッジの学習室1,2にて、グループわ 主催で、学習支援の集いの特別

支援講演会が開催されました。現役生も含めて約50人が受講。  

講師は神戸市立青陽須磨支援学校の支援部長の岸田博子教諭と特別支援コーディネータの鳥越清敏教諭で、

発達障がいとは、その対応の仕方、学校支援ボランティアなどについて、判り易い説明を聞きました。 

講演後、質疑応答が行われ、これからの支援に生かして活ける有意義な講演会でした。 

学習支援委員会の堺 汎委員長の挨拶でスタート。 

 岸田博子教諭。 

「特別支援教育の今と、障がいのある子供への理解を

深める」と題してパワーポイントを使用して講演。 

 

鳥越清敏教諭。  

  学校支援ボラティアの受け入れについての説明。 

特別支援しているうえで困っていることなどについて

活発な質問があり、対応策を聞けました。 

     （写真 永野知己 編集 岡本紘一） 


